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概要
　本研究は、多読多聴の授業を日本人大学生 1年生に 1学期間実施した報告
である。Reading、Listeningにおける多量のインプットを学習者が一定期間
受ける中で、学習者の読解力・聴解力・読書速度にどのような変化がみられ
るか検証する。学期前と後で実施したテストの結果、英語力（読解力・聴解
力）が向上し、特に聴解力が伸びた。読書速度の伸びも顕著であった。この
結果を踏まえ、多読多聴の授業のあり方について考察する。

１．研究の背景（先行研究と研究課題）
　言語を習得するためにはインプットは欠かせない。言語材料があって初
めて言語習得がスタートし、インプットを基に学習者は習得を進めていく。
Krashen（1985）はいち早くこのインプットの重要性に言及しインプット仮
説を打ち立てた。その仮説の中で、彼はインプットの質と量に言及しており、
学習者に必要なのはインプットの内でも理解可能なものであり、それを浴び
るように多量に受ける必要があると説いている。仮説を検証する試みが始ま
って久しいが、理解可能な多量のインプットは学習者にどのような変化をも
たらすのか、変化が現れるためにはどのくらいの量が必要なのかについて等、
分からないことが多い。本研究はこのような疑問に答える試みである。研究
内容を紹介する前に、Reading、Listeningを通してのインプットに関するこ
れまでの研究について概観する。
　Readingの効果、特に多読の効果についてこれまで様々な研究がなされて
きた。読書を通してインプットを多量に受けていくとどのような効果があ
るのか。その効果は多岐にわたり、読解力が上がる（Al-Homoud & Schmitt, 
2009; Fujimori, 2006; Rezaee & Nourzadeh, 2011; Yamashita, 2008）、読書速度
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が向上する（Al-Homoud & Schmitt, 2009; Beglar et al., 2012; Fujita & Noro, 
2009; Iwahori, 2008; Lao & Krashen, 2000; Tanaka & Stapleton, 2007）、 語 彙
が増える（Al-Homoud & Schmitt, 2009; Kweon & Kim, 2008; Lao & Krashen, 
2000; Rodrigo et al, 2004; Yamamoto, 2011）、英語力全般に効果がある（Takase, 
2007）などの報告がある。最近では、これらの研究をまとめ俯瞰的な分析も
行われている（Nakanishi、2015；高瀬、2010）。Nakanishi（2015）ではこれ
までの代表的な多読研究 28件を取り上げ、効果量を基に多読の効果全般に
ついて考察している。これらのメタ分析から、顕著な変化を検知するには少
なくとも 10万語が必要であるとされている（Iwahori, 2008; Nakanishi, 2015; 
吉井 , 2016）。
　多聴の効果はどうであろうか。多聴とはある程度の長さのものをある程
度の期間、聴き続けることを示している（Chang & Millet, 2013; Renandya & 
Farrell, 2011; Stephens, 2011）。多聴においても理解可能なインプットを多量
に聴く必要があり、そのため学習者用に平易な英語で書かれた多読用教材
（Graded Booksなど）の音声版を使用することが多い（Renandya & Farrell, 
2011; Ridgway, 2000）。多読本に付随する音声教材を利用して多聴を研究す
る利点に、Listeningの量を多読本の総語数で表示できる点がある。萩野谷 
（2011）では多読教材を基にした総語数を計算し、参加者は 2万語程度の

Listeningを行った。萩野谷（2013）の研究では 2万語から 4万語が参加者
の Listening量となっている。Chang & Millett （2013）の研究でも多読用教材
を用いており、13週間にわたり、10冊の Graded Booksを読ませた。その際、
読書のみ、Listeningのみ、読書プラス Listeningの 3つのグループを比較し
ている。読書と Listeningを組み合わせたグループが最も効果的であった。
この研究では、10冊の多読本の総語数（約 5万 6千語）のみならず、学習
者が聴いた音声教材の長さ（約 10時間）も示している点が興味深い。
　多読多聴のこれまでの研究を踏まえ、本研究ではインプットのタイプと量
に関して、Readingは従来通りの多読教材、ここでは特に Graded Booksを利
用し、量を 10万語に設定する。Listeningでは Listeningと Speakingをメイン
とした英語学習教材を利用し、これらの活動に従事した時間数を 15時間程
度に設定した。そして Listening活動の量の具体的な指標として、視聴動画数、
Speaking活動のポイント数を基に調べることとした。

２．研究の目的と研究課題
　本研究では、Readingの量を 10万語程度、Listeningの量を 15時間相当（オ
ンライ英語学習教材の視聴動画数と動画使用の発話活動）に設定し、英語力
にどのような変化が現れるか観察する。具体的には、多読多聴のクラスの効
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果に関連して次の２つの研究課題に取り組む。　
(a) 学習者の英語力（読解力、聴解力）、読書速度は向上するか。
(b) 学習者のインプット量と英語力の伸びに関係があるか。

３．研究の方法
（1） 参加者
　参加者は、必修英語科目「Extensive Reading & Listening I」を受講した文
学部英語英米文学科１年生 27名である。受講者は 46名であり、23名ずつ
のクラス 2つに分かれて授業を実施した。ひとクラスを Native教員が、も
う一つのクラスを研究者が担当した。担当者は同一のシラバスで、内容につ
いても密に連携をとりながら取り組んだ。46名の内すべての課題に取り組
み、インプット量が明確に把握出来たものに限定し、データに欠損があった
学習者を除いたところ最終的には 27名が分析対象者となった。
（2） 教材とカリキュラム
①　Reading 教材とカリキュラム
　多読教材として図 1にあるように Cambridge English Readersのレベル 2の
本を使用した。学期中に 13冊、読書量としては 13万語に設定した。学習者
は毎週 1冊ずつ授業内外で読み、読書量、読み終えるのに要した時間などを
記録した。授業では、その本を持参し、ペアで本について英語で紹介した。
読んできた本の内容について授業の中で読解問題を課した（図 2）。図 3に
あるように学習者は各自 Book Review Blogを持っており、そこに毎週、そ
の週に読んだ本について短い感想などを投稿した。

図 1　読書教材のサンプル
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図 2　Book Quizのサンプル
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②　Listening 教材とカリキュラム
　Listeningの教材としてオンライン英語学習教材、English Central を使用した。
図 4に示されているような指定された動画を毎週少なくとも 3つ視聴し、動
画を利用した Speaking活動に取り組んだ（図 5）。Speaking活動では、動画
の中からあるフレーズや文章を聞き、学習者はそれを模倣しながら自らの声
を録音する。即座にプログラムから点数やコメントなどの評価が与えられ、
それを基に学習者は自らの発話を修正していく。このプログラムを使用して
授業外で少なくとも 1時間は Listeningと Speakingに取り組むように指示し
た。毎回の授業で学生の取り組み、進捗状況について図 6（Speaking活動の
ポイント状況）、図 7（視聴動画数）にあるようにWeb上の管理者画面で確
認し、授業の中で学習者に対して学習進捗状況を知らせた。

　

図 3　Blogへ投稿した Book Reviewのサンプル
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図 4　Listening教材のサンプル

図 6　Speaking活動に関する管理者画面 図 7　動画視聴数に関する管理者画面

図 5　Speaking活動とフィードバック

（3） データ収集
　英語力、読解力、聴解力に関しては TOEICテスト演習問題 50問（聴解問
題 25問、読解問題 25問）を「事前」「事後」に実施してデータを収集した。
図 8はある学習者のテスト結果を示している。ここに表されているように、
聴解問題は、写真描写（2問）、応答（5問）、会話（9問）、説明（9問）と
４つの部分から構成されている。読解は 3部構成となっており、短文穴埋め
（10問）、長文穴埋め（3問）、読解（12問）となっている。読書速度につい
ては、この学期中に読んだ本と同等レベルの本から一部を抜粋し、一定時間
読ませ読む速さを測定する活動を「事前」「事後」に実施した。
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図 8　TOEICテストの結果

４．結果
（1） 読解力、聴解力、読書速度の伸長
　研究課題 （a） について、英語力全般（TOEICテスト演習問題 50問全体）
の伸びを調べたところ、図 9と表１に示したようにそのスコアは 23.26か
ら 32.48へと有意に増加した（p < .001**, d = 2.01）。Reading、Listeningそれ
ぞれのスコア（それぞれ 25満点）の伸びを調べるため、二元配置の分散分
析（テストタイプ X時間）を行ったところ有意な交互作用が検出された （F 
（1, 26） = 14.89, p <. 001**, d = .36）。これを受けて対応ありの t検定を実施し、
Listening と Readingそれぞれの事前と事後の比較を行った。表 1が示すよう
に、Listeningではスコアが 9.85から 16.37に有意に増加し（p < .001**, d = 
2.09）、Readingにおいても 13.41から 16.11へと有意に増加した （p < .001**, 
d = .96）。テストタイプと時間との間に交互作用が検出されたため、事前事
後それぞれの時点における Listening と Readingのスコアの比較も行った。
その結果、図 10が示すように事前では両スコアに有意な差（3.56）が見ら
れたが（ t （26） = 6.20, p < .001**, d = 1.3）、事後ではその差（0.26）はほとん
ど見られなかった （ t （26） =. 30, p = .76, d = .08）。このように多読多聴のクラ
スでは読解力、聴解力とも伸びが見られ、とくに聴解力で顕著な伸びが見ら
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れた。
　図 11と表 1に示しているように読書速度も 1分間あたりの読書語数（Word 
Per Minute）は 114.39から 166.64へと有意に増加し、読む速さも早くなって
いた。

図 9　事前事後における英語力、聴解
力、読解力の伸び

図 11　事前事後における読書速度の伸長

図 10 事前事後における Listening
と Readingの伸びの比較読
解力の伸び
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表１.  事前事後における英語力、読書速度の伸長
事前 （n=27） 事後 （n=27） t値（df）有意確率 効果量
M SD M SD 差 t （26） p d （大きさ）

Overall
（50） 23.26 4.61 32.48 4.56 9.22 9.04 .000** 2.01 

（大）
Listening
（25） 9.85 3.11 16.37 3.12 6.52 8.88 .000** 2.09 

（大）
Reading
（25） 13.41 2.33 16.11 3.25 2.70 3.95 .001** 0.96 

（大）
R.Speed
（WPM） 114.39 48.83 166.64 45.24 52.24 5.68 .000** 1.11 

（大）
注：**p < .002, 計 5回の t検定を行うため Bonferroniの修正を実施（1%の 5分の 1）

（2） 学習者のインプット量と英語力の伸びとの関係
　研究課題（b）について、読書量が Readingスコアの伸びを説明するか検
討するために、読書量を予測変数、Readingスコアの伸びを目的変数とする
単回帰分析を行った。その結果、標準化回帰係数 b=.22 （t=1.1, n. s.）であり、
読書量で Readingのスコア伸びを説明しているのは 5％であった。次に、発
話ポイント数、視聴動画数に代表される Listeningに関連するインプット量
が Listeningスコアの伸びを説明するか検討するために、発話ポイント数、
視聴動画数を予測変数、Listeningのスコア伸びを目的変数とする重回帰分析
を行った。その結果、標準化回帰係数はそれぞれ、発話ポイント数は b=.02 
（t=.09, n. s.）, 視聴動画数は b=.26 （t=1.02, n. s.）であり、発話ポイント数、視
聴動画数が Listeningスコアの伸びを説明しているのは 8％にとどまった。こ
のように本研究では、学習者のインプット量と英語力の伸びの関係性を確認
することはできなかった。

５．考察と今後の研究の課題
　この研究では、Readingの量を 10万語、リスニングの量を 15時間相当、
具体的には発話ポイント数、視聴動画数で定義し、それらのインプットを受
ける中で英語力にどのような変化が現れるのか検証した。今回設定した量の
インプットは、英語力全般、リーディング力、リスニング力にそれぞれ効果
があったことから、これらの量は妥当であったと思われる。リーディングで
は、読書スピードが増したことが顕著な変化であった。１週間に 1万語程度
読んでいく中で読むスピードが増したが、15週間のうちどの時点でどれく
らいの量を読んだ頃にスピードの変化が現れたのかは今後の検討課題となっ
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た。10万語の多読により読解力は上がったものの、期待していたほどの伸
びとはならなかった。それは、伸びの想定が妥当でなかったのか、それとも
TOEIC演習問題を利用した読解力の測定方法が妥当でなかったのか検討す
る必要がある。
　リーディングの伸びに比べて、リスニングの伸びが大きかったことは予想
外であった。ここでいくつかの原因・理由について考察してみたい。
　一つには多読という活動を通してインプットの処理のプロセスが効率化し
たことが理由として挙げられる。多読を実施する過程の中で、日本語に訳す
という作業を介さず、不必要に後戻りなどせず、文章の文頭から順に読んで
いくことに慣れる。これが聴く作業にも転移し、聴く時にも頭から理解しな
がら聞けるようになる可能性が考えられる（高瀬、2010: 35）。
　二つ目の理由として初心者効果（Novice effect）が考えられる。多読活動
の経験はこれまでもあったかもしれないが、多聴活動はおそらく今回初めて
であった可能性が高く、インターネットを活用したオンライン英語学習の目
新しさも手伝い、聴く活動への動機づけが高かったことが功を奏したのかも
しれない。
　三つ目として、そもそもスタート時点の Listeningの得点が低かったこと
による可能性も否めない。リーディングに比べて伸びしろが大きく、その結
果、効果が検出されやすかったことも考えられる。
　最後の理由として、インプットとアウトプットの相互作用の効果も考えら
れる。今回の多聴活動では Listeningのみならず Speakingも実施した。動画
を視聴するインプットに加えて動画を用いた発話というアウトプットを伴っ
た作業を行う中で相乗効果を発揮し効果が増した可能性もある。学生の中に
は発話タスクで最初は中々点数が取れなかったが、徐々にコツを覚え、点数
が増えたことに手応えを感じ者がいた。進捗状況を視覚的に捉えることがで
きたことが動機づけにつながったのかもしれない。このようなアウトプット
への興味関心、並びに動機づけがインプット量の確保、並びに効果的なイン
プット処理につながり、それが聴解力を向上させた可能性がある。
   今後の研究の課題としていくつか考えられる。どれくらいの量を受けると
どのように学習者が変化していくのか、これからも継続して観察していく必
要がある。変化をモニターできる適切な方法について考えていかなければい
けない。今回は TOEICテスト演習問題を利用したが、学習者の英語力や変
化を検出するに適切なのか、妥当性、信頼性について今後も検討していきた
い。どれだけ変化したのかという結果だけでなく、変化を遂げる過程につい
て見ていき、変化のパターンについて観察し分析していく必要がある。学習
者の個人差に着目しながらも、変化をいくつかのパターンに集約できないか
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検証する必要がある。
　量のみではなくインプットの質についても検証が必要となる。今回は研究
者の判断で学習者に適切と思われる教材を選出し提供したが、果たしてこれ
が学習者にとって本当に適切であったか検証する必要がある。学習者によっ
ては適切だと感じた者もある一方、易しすぎたり逆に難しすぎたりした可能
性もある。もし、学習者が自分の好みとレベルに合わせて自由に本を選べる
場合は、多読の効果は異なるであろうか。今後の検討課題となった。
  カリキュラムを通していかにインプットの量、インプットを受ける期間を
増やしていくか考えることも重要な課題である。今回初めてこの授業は開講
され、学生は 2年生の前期にもう一つ多読多聴の授業を受講することができ
る。1年次のこの授業から次の授業へどのように橋渡しをすべきか、インプ
ットの量を継続して増やしていく方法を模索しなければならない。授業でで
きることは限られており、どのようにしたら授業外で学習者が自律して自ら
多読多聴を行っていけるのか、自律した学習者を育てるカリキュラムを検討
していかなければならない。

６．結論
　本研究は教室内外第二言語習得研究の一つとして意義がある。教室内外で
学習者が受けるインプット量を把握しそれによる効果を検証した。今回の研
究で設定したインプット量を受けることで英語力（読解力、聴解力）、読書
速度が向上することが確認できた。しかし、インプット量のみで効果の予測
説明をすることはできなかった。Readingと Listeningのインプットが複雑に
絡み合い相互作用を起こした可能性、これら以外の要因が関係した可能性も
ある。参加者が多読多聴を継続していく中でどのような変化をとげるのか、
変化を説明しうる要因は何なのか今後も検証していくことが重要である。
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